



Memories of Japanese Occupation in Malaya





























これは研究の対象をアジアとアメリカの 2 国間関係から、アジアと日本の 2 国間関係に移すとい
う転換になる。だがたとえ研究の方向性をこのように変えても、あくまでも今までの研究の蓄積
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を攻略して 1942 年 2 月の 1 週間で征服し、軍事植民地とした。また同時期に、フィリピン、ビ
ルマ（現ミャンマー）そしてインドネシアも次々と制圧し占領したのである。この後日本陸軍に
よるマラヤ占領はほぼ 3 年半に亘るが、抗日ゲリラ活動もその間ずっと続く。1944 年 11 月に連
合国はマラヤ爆撃を開始し、ゲリラや共産主義者の活動も激化する。そして 1945 年 8 月に日本
は降伏し、9 月初めには英軍が到着してこの地を再占領し、その時点で日本占領が終わったとさ























まれクアラルンプールで育った中国系マレーシア人だ 10。いわゆる海峡華人 (Straits Chinese）と
いうのが自ら認める出自であり、家庭では英語を主体としつつも中国語をも話す環境だったと
いう。ロンドン大学で法律を学びクアラルンプールの法律事務所で働いたのち、南ア共和国の
ケープタウン大学で修士課程に学んでいるときに、第 1 作の The Gift of Rainを発表した。これは
2007 年に出版されて同年のブッカー賞最終候補となっている。2012 年発表の第 2 作 The Garden 
of Evening Mistsもブッカー賞の候補となり、結局この作品はブッカー賞のアジア版Man Asian 




















　500 ページを超える大著は 2 部に分かれており、Book Oneはマラヤにおける戦争開始までの
戦争前夜を、Book Twoは日本侵略から日本の敗戦までを、マレーシア人の主人公フィリップ・
ハットン (Philip Hutton）の 1 人称語りでたどる。時間はおよそ 50 年間をカバーしており、舞台
はマレー半島西部のペナン島である。物語の発端は、第二次世界大戦終結の 50 年後に 70 代と
なったフィリップを年配の日本人女性ミチコ (Michiko Murakami）が訪れるシーンである。ミチ








込まれる状況が核心に置かれている。フィリップは話の発端の 1939 年当時 16 歳、ペナンを代表




















するが、最後には自分たちを守るためとして日本軍に協力することを決意する。 ‘I’ll be working 
for the Japanese government the day they take over.’ (331） という息子の言葉に、父は ‘Then that is 
what Mr.Endo has taught you to be. That is what he made of you. …So you have betrayed all of us, all 
the people of Penang.’）  (331、省略と下線筆者、以下同）と絶望して言い放つ。こうして裏切者と
されたフィリップは、1942 年 2 月の占領時から日本軍の通訳になり同胞から有形無形の攻撃を
受けるが、それは彼の解釈では家族と会社の安全と引き換えの代償なのだ。’Your family will be 
safe’(337）というエンドウさんの言葉通り、家族は安全を保証されるがそれを全く知らずにフィ
















れたのだとされる。‘You were born with the gift of rain. Your life will be abundant with wealth and 




Like the rain, I had brought tragedy into many people’s lives but, more often than not, rain also 
brings relief, clarity, and renewal. It washes away our pain and prepares us for another day, and 





















































































河 原 﨑 や す 子
いそのものではなく、愛と調和という精神性にあるとしている。つまり合気道は戦争の対極にあ
り、戦争と対比的に用いられているのである。フィリップはその位置づけを徐々に習得していく
が、それでも次のような疑問を発する。‘If a higher level of bujutsu involves fighting with the mind, 
what then is the very highest level? (181）　すぐれた武術は心で闘うことになるならば、もっともす
ぐれた闘いとはどのようなものなのか、という疑問に対して、エンドウさんの　‘That would be 


















































 I am fading away. Slowly but surely. Like the sailor who watches his home shore gradually 
disappear, I watch my past recede.  My old life still burns within me, but more and more of it is 







 Memories – they are all the aged have.  The young have hopes and dreams, while the old hold 



























る。若き日にエンドウさんに ‘I want to remember it all.’ すべてを記憶にとどめたいと情熱をこめ


































3　　環太平洋研究に関しては、Transpacific Studies: Framing an Emerging Field のヴェト・グエン（Viet Thanh Nguyen）とジャ
ネット・ホスキンス（Janet Hoskins）の論文を参照。












12　　An interview with Tan Twan Eng 参照。







17　　キャロル・グラックが提唱する Global Memory Culture 参照。グラックは戦争と記憶に関する最新の論をここで展開
している。
18　　河原崎 2017 参照。
19　　Miguel Syjuco, Ilustrado 参照。
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